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1 はじめに
情報インフラは, 高速なインターネット環境と常時
接続へと移行が進み, インターネットを介した遠隔監
視システムも検討されて来ている. しかし,現状の遠隔
システムでは,機器メーカ間の互換性の問題がありシ
ステム導入時,運用時における柔軟性の問題が浮かび
上がっている. 「遠隔監視システム構築に向けた機器
仮想化オブジェクトプラグインの可能性について（第
一報）」[1]では,監視システムでの監視対象構成の変更
に対して動的管理できる技術について,機器をオブジェ
クト化し管理する方法を提案した. より監視システム
として利用できるよう,ORiN仕様 [2]にある機器構成
記録 XMLのスキーマである RRDを機器プロファイ
ルとして用いて, 工作機械など工場監視システムに必
要な監視対象機器をプロファイルとして表現し,オブ
ジェクトで管理するようシステムをアップグレードし
た. また課題となっていた,アプリケーションとの連携
に関しての仕組みを設計・実装した. 第二報では,本研
究の全体機能の動作について実験・検証を行い, 動的
に監視対象変更する機能の実現を可能にした.

2 仮想化プラグインの機能構成と

アーキテクチャ
2.1 プラグインシステムのねらい
構成の変更に動的に対応するには, オブジェクト指
向の特徴を活用し,機器構成を仮想化オブジェクトと
して抽象化し,実機の状態をオブジェクト単位で管理
することで対応できると考える. 本研究のシステムは,
ハードウェアとアプリケーション間に位置し, オブジェ
クトによる機器の状態管理を構成変更に動的に対応で
きる仕組みを実現することを目標としている. 本研究
のシステムは, オブブジェクト生成と状態管理, メッ
セージ転送, アプリケーション通知の 4 つの機能を実
装する. 本研究では, 工場の生産管理システムを考え
ているため,作業用ロボット, 工作機械などの工場シス
テムに関連する装置が対象となる.

2.2 先行研究との相違点
本研究はORiN[2]仕様の機器構成記録XMLスキー
マ RRDに準拠し,工作機器ロボットなどの機材のプ
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ロファイルを利用した. 監視アプリケーションと連携
するための通信方法に関しても,ORiNの通信インター
フェイスに基本部分は準拠させた. 監視システムのオ
ブジェクト指向化の先行研究では,構築後の変更に対
しては検討されていない [3]. 本研究では,この先行研
究で実用されたオブジェクトモデルを基礎に置き, シ
ステム実装時にオブジェクトモデルを構築する機能を
実装した.

2.3 機能構成
機能構成は,第一報で報告した設計に変更はない.以
下の機能については,拡張を行い, 監視システムの要件
を満たせるように変更を加えた.また，主要機能は他
の機能に影響されないようにスレッドで独立して動作
する.

1. Virtual Equipment Object(VEObject)
Virtual Equipment Object(VEObject)は,機器の
特性や構成を考慮したオブジェクトモデルに拡張.

2. Virtual Equipment Object Generetor
RRD[2] や CRD[4] に基づいて記述された XML
を基に, 機器データを反映させた仮想化オブジェ
クトを動的に生成するように変更.

3. ProfileXML
RRD[2]や CRD[4]に準拠した機器情報 XMLに
変更.

また,第 2報ではアプリケーション連携機能を追加し,
本研究との連携を可能にした.

3 オブジェクトモデルの生成と通知
3.1 仮想化オブジェクトの概要
工場で使用される作業用ロボットや工作機器には共
通する部分がある. 共通する部分を２つの抽象クラ
ス (1)にまとめた. AbstractMainEquipmentクラスは
AbstractSubEquipmentクラスを集約関係で構成する.
工作機械の多くのものは, この２つの抽象オブジェク
トで表現できる.この仮想化オブジェクト群は, 一般的
な XMLバインド技術は利用せず, 専用データバイン
ドシステムを構築した.

図 1: VEObjectの詳細
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図 2: マシニングセンタの対応図 図 3: メッセージ処理時サーバ状態 (5ミリ秒)

3.2 プロファイルの定義と生成
本研究で利用する機器プロファイルは,ORiN仕様の

RRDスキーマに準拠して記述する. RRDの構成は,図
2の様になっている. RRD の Controllerタグの情報
は,AbstractMainEquipment オブジェクト, Robot タ
グの情報は,AbstractSubEquipmentオブジェクト, そ
れぞれの抽象クラスか継承する具象クラスにデータを
反映する. この様に,XMLからオブジェクトにデータ
を反映し,生成することで以下のような機器を管理す
ることができる.

• 作業用ロボット (コントローラ)
• マシニングセンタ
• ビークル
本研究のオブジェクト生成機能では,DOM を利用し

RRDを探索する. RRD仕様で定義されているタグの
内容を解釈し具象クラスを作成する.

3.3 アプリケーションへの通知
本研究では,同一コンピュータ上のアプリケーショ
ンと,LAN上の他のコンピュータのアプリケーション
の 2つの場合の連携機能を実装した. 同一コンピュー
タ上では,メソッドによってメッセージオブジェクトを
やり取りする.LAN上のコンピュータでは,メッセージ
オブジェクトを生成し,オブジェクトを通知する.メッ
セージオブジェクトは,機器仮想化オブジェクトが保
有する情報をコピーし,通知用に加工したものを送信
する.また,LAN上では,一定間隔間の情報をまとめて
通知する.

4 仮想化オブジェクトの実装と検証
4.1 プロトタイプの実装

第 2 報では, 機器プロファイルの記述を ORiN の
RRDスキーマ [4]に準拠し,実際の監視システムで取
り扱っている情報に対応できるよう,システムの全機
能を拡張した. 工場の生産ラインで利用されている代
表的な機器の機器構成プロファイルを記述し, 情報を
反映したオブジェクトモデルとして生成,管理できる
か実験を行った. また,第一報で課題としていた,アプ
リケーションとの連携機能の実装と検証も行った.

4.2 検証と考察
プロトタイプ検証の結果,システム全体の基礎機能
は本研究が目的としていた動作を行っていたことが確
認できた.XMLの記述に工夫がいる場合もあるが,作
業ロボット,工作機器なども取り扱うことができた. シ
ステム作動では,5ミリ秒間隔でメッセージが到着する
ケースでも的確に処理が行えていた. また,監視中に
新規機器の追加を実行しても,システムには影響がな
いことが検証の結果分かった. 図 3は,5ミリ秒間隔で
状態通知メッセージが到着する場合のシステム内の処
理時間とメッセージキューの状態を示したものである.
通常は計測できない時間か 20ミリ秒前後で処理が行
われていた. アプリケーション通知機能についても,設
計したように連携を図ることができた.

5 まとめ
検証の結果から,システム全体の基本機能は適切な
動作をしていることが確認できた. また,各主要処理は
スレッドで行うことで,他の処理への影響を少なくす
ることができた. 今後は本研究システムと,ライン監
視モニタや生産管理アプリケーションなどと連携機能
を拡張している. 本研究は,生産ライン監視システム
の基盤とすることができることを実証した. 今後は実
環境におけるモニタを,動的対応可能にすると言う考
え方の基で拡張している. 本研究の考え方が,ユビキ
タス社会が進歩する中,活用されることを望んでいる.
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